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メカニカルス トレスに対する歯槽骨骨細胞の応答 と sclerostinの 経時的局在変化

論文審査の要旨

本論文は,メ カニカルス トレスの方向を変化 させたラッ ト臼歯部歯槽骨を用い

て,応力に封する歯槽骨骨細胞の sclerostin産 生能を介 した応答 と sclerostin

の局在変化について 24時間以内で検証 したものである。

実験の詳細は論文内容要旨の通 りで概略を以下に記す。 8週齢の雄性 Wistarラ

ットに WaldO法を施 した。無処置を対照群,処置直後を 0時間群 とし,処置後の時

間に応 じて 3時間群, 6時間群,12時間群,18時間群,24時間群の 7群に分け,

各時間に還流固定 し,μ CT撮影後,立体構築像を作製 した。その後,試料を脱灰 ,

パラフィン切片を作製 し,JθJrmRNAに 対する カ ゴι″Hybridization,sclerostin

免疫組織化学染色を行つた。観察部位は,上顎第一日歯近心口蓋根 (MP)― 遠心口蓋

根 (DP)間 の根間中隔歯槽骨を近心部,中 央都,遠心部,頬側都,口 蓋側部に分けた。

その結果,μ CT所 見から,対照群では MPが MP―DP間 の根間中隔の近心面に近接

してお り,実験群ではすべての群で DPが MP―DP間 の根間中隔遠心面に密接 してい

た。観察都位の 郎 角RNAの発現は,紺照群では根管中隔中央部・遠心部 。頬側部・

口蓋側部に認められた。一方,実験群では 6時間後には根間中隔中央都・遠心部の

骨細胞で発現が消失 した。12時間後に根間中隔頬側部・ 口蓋側部の骨細胞で発現

が消失 し,観察部位の全域から発現が消失 した。観察部位の sclerostin免 疫反応

は,姑照群では根管中隔中央部・遠心部 。頬側部 。口蓋側部に【易性反応が認められ

た。一方,実験群では 12時間後に根間中隔中央部・遠心部の骨基質から「易性反応

が消失 した。18時間後には根間中隔頬側部・ 口蓋側部の骨基質で陽性反応が消失

し,観察部位の全域から陽性反応が消失 した。

以 上 の結 果 か ら,骨 細胞 は メカニ カル ス トレスが加 わ った後 6時 間 で

sclerostin産 生を抑制する迅速な応答能を有 していることと,sclerOstinは 産生

している骨細胞 とその周囲の骨基質に存在 し,産生が停止すると6時間以内に骨基

質中から消失することを明らかにしている。

本論文は,応力に伴 う歯槽骨骨細胞の応答 と sclerostinの 局在変化について検

討 したものであり,メ カニカルス トレスによる骨改造現象を組織学的に解明するこ

とで科学的根拠に基づいた矯正歯科治療の発展に貢献できると考えられる。よつ

て,審査委員は本論文を博士 (歯学)の学位を授与するに値するものと判断 した。


